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Ⅰ．問題の所在と研究の目的














































On the Practice of New Learning Guidelines in the Work Style Reform Era：About 
Cooperation with the Education Industry
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イン」（2019 年 1 月）で示された。その内容では、超過




















































実施時期は、2018 年 9 月である。調査では、超過勤務
への影響度（影響度の大小を 5 ～ 1 の範囲で問う 5 件法）






















































　A 高校では、1 年生を対象に 2017 年度は企業探究コー
スを、2018 年度は社会課題探究コースに取り組んだ。
企業探究コースは、16 時間から 24 時間のプログラムで、




















  超過勤務への影響 負担感 
朝の準備 1.93 1.80 
授業Ⅰ 2.77 2.64 
授業Ⅱ 1.98 1.82 
授業の準備Ⅰ 3.67 3.29 
授業の準備Ⅱ 2.14 1.98 
学習指導 2.63 2.35 
成績処理Ⅰ 3.67 3.53 
成績処理Ⅱ 3.26 3.15 
生徒指導（集団） 2.47 2.16 
生徒指導（個別）Ⅰ 2.28 2.04 
生徒指導（個別）Ⅱ 2.25 2.09 
部活動 3.45 2.95 
学校行事Ⅰ 2.82 2.68 
学校行事Ⅱ 2.16 2.00 
学年・学級経営 2.02 1.91 
学校経営Ⅰ 3.33 3.09 
学校経営Ⅱ 1.98 1.88 
会議Ⅰ 2.72 2.64 
会議Ⅱ 1.57 1.54 
打ち合わせ 2.33 2.29 
事務・報告書の作成 1.82 1.84 
研修 2.05 2.11 
保護者対応 2.07 1.91 
ＰＴＡ対応 1.56 1.54 
地域対応 1.27 1.27 










































































度の調査について調査時期は 2 月、対象は 1 年生 360 名、
有効回答数・率は 344 名・95.6％、2018 年度の調査につ










































































































































































































































査において、2018 年 9 月の段階で、「クエスト」を経験
した担任（17 名。全て 1 年・2 年の担任）と経験してい








ずれも 1％水準）。これは、経験有の担任が 1・2 年、















































































































N. Mean. S.D. N. Mean. S.D.
１．授業Ⅰ
（１）超過勤務への影響度 17 2.76 1.52 6 4.00 0.89 2.3792 15 0.0311 *
（２）負担感 17 2.29 1.36 6 3.83 0.98 2.9640 12 0.0118 *
２．授業Ⅱ
（１）超過勤務への影響度 17 2.59 1.28 6 2.00 1.26 -0.9768 9 0.3542 n.s.
（２）負担感 17 2.06 1.14 6 1.67 1.03 -0.7769 10 0.4552 n.s.
３．授業Ⅰの準備
（１）超過勤務への影響度 17 3.88 1.41 6 4.67 0.52 1.9533 21 0.0642 +
（２）負担感 17 2.94 1.48 6 4.67 0.52 4.1496 21 0.0005 ***
４．授業Ⅱの準備
（１）超過勤務への影響度 17 2.71 1.65 6 2.17 1.83 -0.6350 8 0.5432 n.s.





































　2 点目は、「教育と探求社」との連携は、「学力の 3 要素」
に関して、教員の OJT になっていたということである。









































































































注 3 　企業から届くミッションは、2017 年度おいては
以下の内容である。
① NTT ドコモ　
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